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旧型補給移管の生産準備工数低減！　　～自部署も他部署も改善でHAPPYに！～
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当社は愛知県安城市に本社を置き、企業理念"誠実"のもと

自動車ボデー部品の開発・試作から補給までを一貫して生産しており、

地域美化活動や子供食堂への食材提供など社会貢献活動

にも力を入れております。

私たちが所属する業務部は調達Gと営業Gとで分かれており、

コミュニティーサークルは営業Gのメンバーで構成されています。

主な営業の業務は、得意先様からの窓口として売価決定などを

行っております。

「よりみんながHAPPYになる為に」を新たな選定基準としそれぞれの意見を

マトリックスにて評価。その結果、

「旧型補給移管の生産準備に工数が掛かる」の評価が一番高く、

これをテーマ候補とし、実態を調査しました。

QCサークル会合を行う中で、活動がマンネリ化しており、中々テーマが

決まらないという悩みが、、、そこで一旦活動を見直し、なりたい姿や

考え方の改善というレベルアップの道筋についてみんなで話し合いを実施。

その結果「一人ひとりの困りごと」「みんなで改善、みんなでHAPPY」のもと、

他部署や得意先の嬉しさを踏まえたテーマにすることで決定しました。

メンバーはベテランと若手で構成されており明るくコミュニケーション抜群！

しかしサークルレベルを評価したところ、「運営の仕方のレベルが低い」

「上司・関係部署との連携が弱い」という課題が判明。

チームワークを武器に、Aゾーンを狙って活動開始！

「運営の仕方のレベルが低い」、「上司・関係部署との連携が弱い」という

課題に対し①主体性を持つ、②会合を円滑に進める、③連携力を強める

という『3つの取り組み』を実施。課題克服・レベルアップを目指し

会合を進めることにしました。
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8時間掛かっているA社の標準類展開の問い合わせ工数を

2024年10月末までにC社と同レベルにする為、

50％減の4時間に低減するとにしました。

活動計画はこのようになっており、ステップリーダー制の導入と

アジェンダ作成による会合の円滑化を行うことで効率UPと

運営の仕方の改善を図りました。
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営業Gは得意先だけでなく、社内関係部署とのつながりが多く、

各部署から様々な困りごとを受けており、困りごとを解消する為に

あらゆる方面で交渉・調整を行っています。

実務担当者のメール処理内容を確認すると旧型補給移管のメール対応が

慢性的に発生しており、今後も増加傾向であることが分かりました。

世話人、アドバイザーからも「嬉しさのある活動を目指し、目標達成に向け

て頑張ろう！」とのコメントも頂き、満場一致にて

『旧型補給移管の生産準備工数低減!』をﾃｰﾏとして進める事にしました。

グループ内で旧型補給移管について勉強会を実施。

旧型補給移管とは、自動車メーカーで量産されている車が

モデルチェンジにより「旧型車」となるタイミングで、生産工程を移すことです。

旧型補給移管の生準の流れは、移管対象品番リスト・生準大日程の

受領から始まり、標準類、サンプルを基に治具などのツールを製作。

移管調整会議や生産トライ・品質確認を経て、補給部品の生産を

開始します。営業は得意先とのパイプ役として

多くの部署と連携を取っています。

得意先別の補給生産準備処理工数を確認したところ、

A社の工数が多かったが、品番点数で見るとC社が最も多いという結果に。

特に駐在者の有無などの違いで、標準類の確認工数に差があり、

C社に比べ、A社はより多くの工数が掛かっている事が分かりました。

作業別処理工数を確認すると、標準類展開に工数が掛かっており

内容別処理工数では問い合わせ確認に最も工数が掛かっていることが

分かりました。



新たな推定要因に対し、検証を実施。

社内関係部署からの問い合わせ件数は

32件であり、その内、得意先への問い合わせ件数は20件ありました。

残りの12件は「古い情報を見ていた」、「既にもらっている情報だった」など、

情報共有不足よりその確認に約3.0時間の確認工数が掛かっていました。

新たな推定要因「「各部署と最新情報を共有する」に対し、

再度、対策案の検討を行い、マトリックスにて評価したところ

コミュニケーションを取ることに最適な「Teamsを活用」の評価が最も高く、

2次対策として実施することに決定しました。
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ステップリーダーを中心に、メンバー全員で意見を出し合いながら

特性要因図を用いて解析を実施。その結果、

「標準類の受領状況が分からない」という推定要因が上がりました。

要因の検証の為、標準類の流れを整理。A社から標準類を受領し、

一時保管に保存、展開後の確認は担当者任せになっており、

標準類が揃っているか確認する仕組みがない事が分かりました。

標準類の受領状況が分からないという推定要因に対し、

系統図を使って対策案の検討を実施。メンバーの様々な意見をまとめ、

「チェック表を活用する」を対策として実施することに決めました。

標準類一覧表を「チェック表」として活用するについて、

①展開部署、②標準類詳細内容、③各部の受領日欄を追記した

チェック表を作成し、共有フォルダにて進捗管理を図りました。

しかし、チェック表を使用した対策では、目標である50％減の

4時間には届かず、目標未達に、、、

アドバイザーに相談したところ

「真因が他にあるのでは？要因解析を振り返ってみよう！」との助言を頂き

メンバー全員で再度、要因解析を行うことにしました。

再度、あるべき姿に対する真因特定の為、要因解析を実施。

最初の標準類の受領状況が分からないに対し、

「各部署と最新情報の共有ができていない」が推定要因に。

改めて推定要因の洗い出しを行い、

新たな真因にたどり着くことができました。



『3つの取り組み』の効果として、メンバー全員の自主性が向上し、

運営の仕方と上司・他部署との連携がUPしました。

チームワークも更に良くなり、サークルレベルはAゾーンには届きませんでしたが

X・Y軸共にレベルアップしました。

今後もAゾーンを目指して更にレベルアップ出来るように頑張ります。

今回は自部署だけでなく他部署の困り事も解決し、皆でHAPPYになれた

らをテーマに活動しました。二つの真因を解消し、目標達成することができ

良かったと思います。『3つの取り組み』は会合にメリハリを持たせ、チーム

ワーク力UPに繋がりました。今後はQC手法が使いこなせていないメンバー

の教育を行い、会合を通じてより一層コミュニケーションを深めていきます。
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Teamsを活用し、①「補給生産準備」チームを作成。各部の管理者、

担当者を登録し、展開・報告・問い合せをチーム内で完結させるようにしま

した。②展開方法の取り決めは得意先毎でチーム内のファイルに「旧型補

給移管」「塗装応援」の階層に車種別で標準類等の資料を展開。データ

保持の為、読み取り専用の制限を掛け、標準類の展開を実施しました。

①「補給生産準備」チームの作成・活用により2時間低減、

②展開方法の取り決めにより、さらに3時間低減し、

合計5時間の大幅な工数低減に成功！

目標を達成し、その後の効果も継続確認中です。

副効果とし、Teams活用による工数低減、品質向上だけでなく

各部署への展開・進捗確認が円滑化されストレス解消にもつながりました。

他部署からも「最新情報がいつでも確認出来るので作業性が上がった」と

コメントを頂いています。

横展として、

他の得意先の標準類展開もメールからTeams活用に変更し、

展開・管理面において、同様に効果を得る事ができています。

標準化と管理の定着は、誰でもTeamsを活用・処理できるように、

マニュアルの作成・定期的な見直し、教育により、維持・管理を図りました。

課題達成に向けた『3つの取り組み』について、

①で各自が責任感を持った活動となり、

②のアジェンダ作成により、会合をスムーズに進めることができました。

③については、目的を確認しながら取り組む事ができ、

メンバーの意識改革につながる活動となりました。


